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࡛ୖࡿ࠼⪄ࢆᜥ㔜⑕ᗘႍ࡜ኚ໬㸧ࡢIgE㸦ࠊࡾ

㔜せ࡞ᅉᏊ࡛ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶ 
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研究②：本調査では、SE- IgE を有する患者

群では、男性、アトピー性皮膚炎に罹患して

いる患者、ペットの保有者が多く認められ、

これらより、SE-IgEの存在は環境因子特にア

トピーを誘導するダニ抗原に強く影響を受け

る可能性が示唆された。実際、SE- IgE はア

トピー性皮膚炎の罹患と関係があり、重症度

と相関することが報告されている (Allergy 

2000, 55, 641-646) 。本研究では、SEA-IgE

が喘息のコントロールに影響を及ぼすことが

証明された。これは SEB-IgE がコントロール

に影響を及ぼすアトピー性皮膚炎と異なる点

であり、喘息においては世界で初めての報告

となった。同様に、喘息コントロールレベル

のみでなく、ACT スコアも SEA-IgE 陽性群と

陰性群では有意差を持って陽性群が低下して

おり、一方、SEB-IgE 陽性群と陰性群では有

意差を認めなかった。 

今回の調査では、SEA-IgE 陽性患者群では

陰性群と比較して呼気中 NO 濃度が有意に高

値を示した。今回、喀痰中の好酸球を測定で

きなかったため、傍証は得られていないが、

SEA-IgE 陽性患者群では陰性群と比較して気

道の好酸球性炎症が強いことが示唆された。

このことが、コントロール不十分に関連して

いる可能性が考えられる。 

 

Ｅ．結論 

喘息患者において、黄色ブドウ球菌から産

生されるエンテロトキシン(Staphylococcus 

aureus enterotoxin) に 対 す る IgE 抗 体 

(SE-IgE)、特にSEA-IgEは喘息症状コントロー

ルに影響を及ぼす可能性が示唆される。特に、

気道炎症に関連していると考えられる。また、

総IgE値の経時的変化と重症度には関連性が

認められなかった。その原因としては、治療

の進歩、特に抗炎症治療の進歩が関与してい

ると考えられる。 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患等実用化研究事業 

（免疫アレルギー疾患等実用化研究事業 免疫アレルギー疾患実用化研究分野））） 

総合分担研究報告書 

 

気管支喘息に関する医療連携システムの活用に関する研究 

 
研究協力者 井上 博雅 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科呼吸器内科学 教授 

東元 一晃 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科呼吸器内科学 講師 
 

研究要旨 
本研究の主目的は「喘息医療・医薬連携システムの機能強化及び拡大と喘息患者の吸入手技/

疾患教育の充実」をはかることである。我々はこれまで専門医と非専門医、薬剤師との医療連

携をシステムとして構築してきた。とくに「吸入服薬情報提供書」を用いた薬剤師との連携に

より、吸入指導に関する情報共有、教育の実効性が向上し、その有効性が確立しつつある。こ

のシステムを普及・拡大していくうえで、従来のシステムの中で薬剤師および患者におけるそ

れぞれの課題を検証し、さらに試行を開始した調剤薬局から非専門医に向けて発行する「吸入

服薬情報提供書」の有用性を検証する目的で、以下の検討を行った。 
＜検討①＞ 6 か月以上呼吸器外来通院、定期吸入薬使用中の患者 53 人を対象に、薬剤理解、

吸入手技に関する自己評価と薬剤師の評価とを比較検討した。患者の理解、手技は、とも良好

に保たれており、自己評価と薬剤師評価は概ね一致していた。高齢者の手技に関する自己評価

はより低く評価する傾向にあったが、薬剤師評価は十分に担保されていた。 
＜検討②＞ 薬剤師 280 名を対象とし、喘息診療に関する意識および現状の調査を行い、4

年前の調査（180 名対象）とも比較検討した。また、吸入指導に必要な知識・技術についても

自己評価を行った。吸入指導は 81.5％が「薬剤師が行うべき」と回答し、4 年前とほぼ同様。

「実際の吸入器を用いた指導」は増加したが、多くが依然「初回のみ」の指導であった。薬剤

師の指導スキル自己評価（5 段階）は「薬剤理解」については多くが自信をもって指導できる

ものの、「吸入手技」を「自信をもって指導できる」との回答は少数であった。これらのデータ

の解析により、薬剤師のもつ「自信」が「吸入指導を繰り返し行う」ことと関連することも明

らかとなった。 
＜検討③＞従来、一部の専門医と薬剤師との間の往復書簡として運用していた「吸入服薬情

報提供書」を、調剤薬局薬剤師から非専門一般医に向けて発行する試行を開始し、その有用性

について薬剤師、処方医の双方からの評価を行った。いずれも 5 段階評価（点数が高いほど高

評価）で、薬剤師からは、指導ツールとして 4.33±0.85、情報提供ツールとして 4.08±0.95
と、高評価が得られた。また、処方医側は、「診療の参考になる」4.33±0.74、「処方変更の動

機になる」4.17±0.76 と概ね良好な評価であった。また、17 例(94.4％)が吸入手技に関して、

13 例(72.2%)がアドヒアランスに関して更なる情報を求めており、より積極的な情報活用の意

欲がみられた。 
 喘息医療連携システムの充実・拡大のためには多職種の参画を促し、かつそれぞれの職種

の知識・技術を向上させ、また、職種間の連携を円滑化することで、より実効性のあるものへ

と発展させていく必要がある。また、これらのシステムを利用した繰り返しかつより丁寧な指

導・教育とともに、より多くの喘息患者に対する医師・薬剤師の情報共有が図られることで、

投薬と教育の適正化がもたらされる可能性がある。 
 

Ａ．研究目的 

本研究の主目的は「喘息医療・医薬連携シ

ステムの機能強化及び拡大と高齢者を含む喘

息患者の吸入手技/疾患教育の充実」を図るこ
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⮬ከᑡ࡚ࡋ㛵࡟྾ධᡭᢏࠊࡣ㧗㱋者࡟ࡃ࡜࣭

ಙࡀᣢ࡚ࠊࡢࡢࡶࡿ࡞ࡃ࡞⸆๣ᖌホ౯ࡣᝏ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡁᚓ࡛⩦࡟༑分ࠊࡃ࡞ࡣࡃ

࣭㧗㱋者࡛ࠊࡶ㛗ᮇ⧞ࡾ㏉ࡢࡋᣦᑟ࡚ࡅཷࢆ

ᣢ⥔࡟ࡶ࡜྾ධᡭᢏࠊ๣⌮ゎ⸆ࡣᝈ者ࡿ࠸

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

᳨࠙ウ㸰ࠚ 

࣭྾ධᣦᑟࢆ担ᙜ࡟✀⫋ࡁ࡭ࡍ㛵ࡿࡍ㉁ၥ࡟

ᑐ81.5ࠊ࡚ࡋ㸣ࠕࡀ⸆๣ᖌ࡜ࠖࡁ࡭࠺⾜ࡀᅇ

 ࠋࡓࡗ࠶ᵝ࡛ྠࡰ࡯࡜4ᖺ๓ࠊࡋ⟆

࣭྾ධᣦᑟࡢ㝿ࠕ࡟実㝿ࡢ྾ධჾࡓ࠸⏝ࢆᣦ

ᑟ ࡣ๣ᖌ⸆ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࠖ 88㸣࡜๓ᅇࡢ 73㸣

ࢢ࣑ࣥ࢖ࢱࠊࡀࡓࡋቑຍࡃࡁ኱ࠊ࡚ࡋẚ㍑࡟

ẖᅇᣦ࡟࡜ࡈฎ᪉ࠕ࡛ࠖࡳࡢᅇึࠕࡀࡃከࡣ

ᑟࠖࡰ࡯ࡣ๓ᅇ୪ࡢࡳ 3.4㸣ࠋࡓࡗࡲ࡝࡜࡟

㸦ᅗ㸴㸧 

ࣥ࢖ࣛࢻ࢖࢞⌮⟶㸦ႍᜥண㜵ࣥ࢖ࣛࢻ࢖࣭࢞

2013㸧ࡣ 46㸣ࡀㄆ㆑ࡀ࡝ࢇ࡜࡯ࡀࡿ࠸࡚ࡋ実

 ࠋࡓࡗ࠿࡞࠸࡚ࡋ⏝฼ࡣ࡟ᣦᑟࡢ

࣭་⸆㐃ᦠࠕࡣ㔜せ࡛ࡢ࡜ࠖࡿ࠶ㄆ㆑ࡿ࠶ࡣ

௨ᩘ༙ࡣ᝟ሗ஺᥮ࡢ実㝿ࡢ࡜ฎ᪉་ࠊࡢࡢࡶ

ୗࠋ 

࣭ᣦᑟࣝ࢟ࢫ⮬ᕫホ౯㸦5 ẁ㝵㸧࡚ࡋ࡜⸆๣

⌮ゎࡣ 4Ⅼ௨ୖࢆᩘ༙ࡀ㉸ࠊࡀࡓ࠼྾ධᡭᢏ

4ࠊ࡚ࡋ࡜ࡿᣢ࡚ࢆಙ⮬࡟ᣦᑟࡢ Ⅼ௨ୖ࡜ᅇ

作᧯ࡣࡢࡓࡋ⟆ 39㸣ືࠊ 作 18㸣࡜ᴟ࡚ࡵప࠿

 ࠋࡓࡗ

 

 

 

 

ᅗ㸵㸬⸆๣ᖌのႍᜥ἞⒪に㛵するព㆑㸹྾ධᡭ

ᢏᣦᑟに㛵する⮬ಙ 

᳨࠙ウ㸱ࠚ 

 ᮇ㛫ෆ࡟Ⓨಙࢀࡉᅇ཰ࠕࡓࢀࡉᥦ౪᭩ࠖࡣ

49㏻ࠋホ౯ㄪᰝ⚊ࡢᅇ཰⋡ࡣ⸆๣ᖌ：ᑐ㇟ 14

ྡ୰ 12௳㸦85.7㸣㸧ࠊ་ᖌ：18ྡ୰ 17௳㸦94.4%㸧

 ࠋࡓࡗ࠶࡛

㸺⸆๣ᖌࡢࡽ࠿ホ౯㸼 
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ࡶࢀࡎ࠸ 5ẁ㝵ホ౯㸦Ⅼᩘࡀ㧗࡝࡯࠸㧗ホ

౯㸧࡛ࠊᣦᑟ࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ ᝟ሗࠊ4.33±0.85

ᥦ౪࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ 㧗ホ࡟ࡶ࡜ࠊ࡜4.08±0.95

౯ࡀᚓࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡽ᭹⸆ᣦᑟ᫬㛫ࡣ 92㸣ࡀ

2㹼10分ࡢ⠊ᅖࠕࠊࡀࡓࡗ࠶࡟ᥦ౪᭩ࠖࡢ౑⏝

ࡋ⟆ᅇ࡜ࠖࡓࡗ࡞ࡃ㛗ࡀ᫬㛫ࠕࡀᩘ༙ࡾࡼ࡟

ࡀࡅᢤࡶ࡚ࡗ࠿࠿ࡀ᫬㛫ࠕࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋࡓ

ࡶグ㍕⏤⮬ࡢ࡜ࠖࡿࡁ࡛ࡀᣦᑟ࡟ຠ⋡ⓗࡃ࡞

ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡽࢀධࡅཷ࡟ዲពⓗࡡࡴ࠾࠾ࠊࡾ࠶

⟆ᅇࡢ࡜ࠖࡓࡗ࠶ࡀ཯ᛂࡢࡽ࠿ฎ᪉་ࠕࡓࡲ

 ࠋࡓࡗࡲ␃࡟௳1ࠊ࠿ࡵࡓࡓࡗ࠿▷ࢆᮇ㛫ࡣ

㸺ฎ᪉་ࡢࡽ࠿ホ౯㸼 

ㄪᰝᮇ㛫ෆཷ࡟ಙࠕࡓࡋᥦ౪᭩ࠖࢆ☜ㄆࡋ

ࢀࡉᥦ౪ࠋࡓ࠸࡚(53%)࠼㉸ࢆᩘ༙ࡣฎ᪉་ࡓ

ホ౯㸦5ࡢ᝟ሗࡓ ẁ㝵㸧ࠕࡣデ⒪ࡢཧ⪃࡞࡟

ࡿ ࡿ࡞࡟ᶵືࡢฎ᪉ኚ᭦ࠕࠊ4ࠖ.33±0.74 4ࠖ.17

±0.76 17ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࠶ホ౯࡛࡞Ⰻዲࡡᴫ࡜

౛ (94.4㸣 ࠊ࡚ࡋ㛵࡟྾ධᡭᢏࡀ( 13 ౛

᝟ࡿ࡞᭦࡚ࡋ㛵࡟ࢫࣥࣛ࢔ࣄࢻ࢔ࡀ(72.2%)

ሗࢆồࡾࡼࠊࡾ࠾࡚ࡵ✚ᴟⓗ࡞᝟ሗά⏝ࡢព

ḧࡀឤࠋࡓࢀࡽࡌ 

 

 

㹂㸬⪃ᐹ 

⮬ᕫࡢ㐺ṇ࡞ホ౯ࡣᩍ⫱ࡢຠᯝࢆ㧗ࡓࡿࡵ

ゎ࣭ᡭᢏ⌮ࡿࡍ㛵࡟⸆྾ධࠋࡿ࠶㔜せ࡛࡟ࡵ

ࠊࡾ࠶ࡘࡘࢀࡉ╔ᐃ࡚ࡗࡼ࡟⫱ᩍࡢࡋ㏉ࡾ⧞ࡣ

㐺ษ࡟⮬ᕫホ౯ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ㐺ษ࡞ᣦᑟ࡞ࡀ

ࢆᡭᢏ࡜ゎ⌮ࡿࡍ㛵࡟⸆྾ධࠊ࡛࡜ࡇࡿࢀࡉ

⪄࡜ࡿ࠶࡛⬟ྍ࡟༑分ࡣ࡜ࡇࡿࡍᣢ⥔ࠊୖྥ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼

㧗ࡣព㆑ࡿࡍ㛵࡟ᜥデ⒪ႍࡢ๣ᖌ⸆ࠊࡓࡲ

ࠊࡀࡿࢀࡽࡳࡶ౑࿨ឤࡢ⏬ཧࡢ࡬་⸆㐃ᦠࠊࡃ

ᣦᑟࡸᩍ⫱࡟㛵ࡔࡲ࠸ࠊࡣࣝ࢟ࢫࡿࡍ༑分࡛

ᩍ⫱యไࡢ๣ᖌ┦஫⸆ࡣ࠸ࡿ࠶ᑓ㛛་ࠊࡃ࡞

 ࠋࡓࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶ᚲ㡲࡛ࡀ❧☜ࡢ

ႍᜥ་⒪ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟࣒ࣛࢢࣟࣉ⸆๣ᖌࡀ

ᙺ๭ࢆ担ࠊࡀ࡜ࡇ࠺་⒪ࡢ実ຠᛶ࡚࠸࠾࡟ຠ

ᯝⓗ࡛ࠎ✀ࠊࡀ࡜ࡇࡿ࠶ሗ࿌ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

་⸆㐃ᦠࡓࡋ࡟࡜ࡶࢆከ⫋✀ࡀཧ⏬ࡿࡍᩍ

ࡿ࠶᭷ຠ࡛࡚࠸࠾࡟⫱ᝈ者ᩍࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱

ྍ⬟ᛶࠊࡀࡿ࠶ࡀWilliams ་ᖌࠊ࡜ࡿࡼ࡟ࡽ

ᚲࡣ᝟ሗᥦ౪ࡢࢫࣥࣛ࢔ࣄࢻ࢔⸆᭹ࡿࡍᑐ࡟

ࡢᝈ者ࡶࡋࡎ ICS ౑⏝ࢆᨵၿࡀ࡜ࡇ࠸࡞ࡋ♧

ඹࡢព㆑ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ᝟ሗඹ᭷ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ

᭷ࡶ実ຠᛶࢆ担ಖࡣ࡛ୖࡿࡍ㔜せ࡛࡜ࡇࡿ࠶

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᣦ᦬ࡀ

௒ᚋࠕࠊ᭹⸆᝟ሗᥦ౪᭩ ࢶ᝟ሗඹ᭷ࡢ࡝࡞ࠖ

ࢥࡢ๣ᖌ⸆࡜㠀ᑓ㛛་ࠊᑓ㛛་࡚࠸⏝ࢆ࣮ࣝ

๣ᖌ⸆࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍᙉ໬ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ

࡛࠼࠺ࡿࡍⓎಙࢆ᝟ሗ࡚ࡅࡴ࡟㠀ᑓ㛛་ࡽ࠿

ࡶ࡜࡜ࡿᅗࢆୖྥࡢ⾡ᢏࡸ㆑▱ࡢ๣ᖌ⸆ࠊࡣ

ඹࡢព㆑ࠊࡵ㧗࡟࠿࠸ࢆ㛵ᚰࡢ㠀ᑓ㛛་ࠊ࡟

᭷ࢆᅗࡀ࣒ࢸࢫࢩࡿᵓ⠏࡛ࡀ࠿ࡿࡁ㔜せ࡛࠶

 ࠋ࠺ࢁ

ࡁ࡚ࡋᵓ⠏࡚࠸࠾࡟ᮏ研究ㄢ㢟࡟࡛ࡲࢀࡇ

࣒ࠖࢸࢫࢩ་⒪㐃ᦠࡿࡍ㛵࡟Ẽ⟶ᨭႍᜥࠕࡓ

ࠊ࡚ࡗࡼ࡟⫱஫ᩍ┦ࡢ๣ᖌ⮬㌟⸆ࠊ࡛࠿࡞ࡢ

⸆๣ᖌࡢᣦᑟ࡜ࣝ࢟ࢫ⮬ಙࠋࡓࡁ࡚ࡋୖྥࡣ

᭹⸆᝟ሗᥦ౪᭩ࠖࠕࡓࡋ作成࡛࣒ࢸࢫࢩᙜࡓࡲ

᭩ᘧࡓࡗ๎࡟ᣦᑟࡾࡼ࡟ᶆ‽ⓗ࡞྾ධᣦᑟ࠾

᭹⸆ᣦᑟࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡗ࡞࡜⬟ྍࡀㄆ☜ࡧࡼ

ᩍࡢ࡬⫋௓ㆤ࡟ࡽࡉࡣ๣ᖌ⸆ࡓࡗᣢࢆಙ⮬࡟

ࡀᙉ໬ᣑ኱࣒ࢸࢫࢩ㐃ᦠࠊ࡝࡞ࡿࡍ㛤ጞࡶ⫱

ᅗࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ࡘࡘࢀࡽ⸆๣ᖌࡽ࠿ฎ᪉་࡟

࡚࠸ࡘ࡟᭹⸆᝟ሗᥦ౪᭩ࠖࠕࡿࡍⓎಙ࡚ࡅྥ

ࡢฎ᪉་㸦ᑓ㛛་㸭㠀ᑓ㛛་㸧ࡓࡋಙཷࠊࡣ

༙ᩘ௨ୖࠕࡀᥦ౪᭩ࠖࢆ฿╔᪩ᮇ࡟☜ㄆ࡚ࡋ

ᴟⓗ✚࡚ࡋ࡜※᝟ሗࡢฎ᪉ࡸデ⒪ࡓࡲࠊࡾ࠾

 ࠋࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀධࡅཷ࡟

࡟ࡵࡓࡿࡏࡉ❧☜ࡃᗈࡾࡼࢆ࣒ࢸࢫࢩࡢࡇ

ྥࢆ⾡ᢏ࡜ព㆑ࡢㄪ๣⸆ᒁ⸆๣ᖌࡢⓎಙඖࡣ

㔜せࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉࡅࡘࢆಙ⮬ࡢᣦᑟࠊࡏࡉୖ

๣ᖌ⸆ࠕ⫱஫ᩍ┦ࡢ๣ᖌ⸆ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶࡛

ᆅᇦ࡛㛤ദྛࢆ࣮ࠖࢼ࣑ࢭ྾ධᣦᑟࡢࡵࡓࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

 

ࡏࡉ඘実ࢆデ⒪ࡢ࡬㧗㱋ᝈ者࡟ࡃ࡜ࠊࡓࡲ

ㆤ࣭┳ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ๣ᖌ⸆ࠊ་ᖌࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿ
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௓ㆤࡢࣇࢵࢱࢫཧ⏬ࡶ㔜せ࡛ࠊࡾ࠶ከ⫋✀┦

஫ࡢᩍ⫱ࠊ㐃ᦠࢆᣑ኱ࠋࡃ࠸࡚ࡏࡉ 

ࣝ࢟ࢫ྾ධᣦᑟࡣ௒ᚋࠊ࡚࠼ࡲ㋃ࢆࡽࢀࡇ

㏉ࡾ⧞ࡢᗋ⌧ሙ࡛⮫࡟実㝿ࠊࡀୖྥࡢಙ⮬࡜

྾ࡢᝈ者ࠊࡓࡲࠊ࠿࠺࡝࠿ࡿࡀ࡞ࡘ࡟ᣦᑟࡋ

ධ⸆࡟㛵ࠊࢫࣥࣛ࢔ࣄࢻ࢔ࡿࡍ⌮ゎࠊᡭᢏࡢ

ᨵၿࡀᅗࢫࢩࡢࡽࢀࡇ࡟ࡽࡉࠊ࠿࠺࡝࠿ࡿࢀ

ࡃ࠸࡚ࡏࡉୖྥࢆ㉁ࡢᜥデ⒪ႍࡢ඲యࡀ࣒ࢸ

ࡇࡃ࠸࡚ࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࡋ㏣㊧ࢆ࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

 ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛ࡢ௒ᚋࡀ࡜

 

 

㹃㸬⤖ㄽ 

ࡢࡇ 3ᖺ㛫ࡢ研究ࡧࡼ࠾άືႍࠕࠊ࡚ࡗࡼ࡟

ᜥ་⒪࣭་⸆㐃ᦠࡢ࣒ࢸࢫࢩᶵ⬟ᙉ໬ཬࡧᣑ

኱ႍ࡜ᜥᝈ者ࡢ྾ධᡭᢏ/⑌ᝈᩍ⫱ࡢ඘実 ࡢࠖ

┠ⓗࢆ㐩成ࡢࡵࡓࡿࡍᇶ♏࡜ࡿ࠶ࡘࡘࡁ࡛ࡣ

ᛮࠋࡿࢀࢃ 

ᩍ⫱ࢆᥦ౪ࡿࡍഃࡢ⸆๣ᖌႍࡢᜥデ⒪࡟㛵

࡟⏬ཧࡢ࡬་⒪㐃ᦠࠊࡃ㧗࡟㠀ᖖࡣព㆑ࡿࡍ

ᣦ࡞ලయⓗࠊࡀࡓࢀࡽࡅぢཷࡀ౑࿨ឤ࠸㧗ࡶ

ᑟࡸᩍ⫱࡟㛵ࡢ࡚࠸ࡘ࡟ࣝ࢟ࢫࡿࡍ༑分࡞▱

㆑ࡸ᝟ሗࡀᒆࠊࡎࡽ࠾࡚࠸་⸆㐃ᦠࡢⓎᒎᣑ

኱ࠊࡣ࡟ᑓ㛛་࡜⸆๣ᖌࡢ▱㆑ࡸ᝟ሗࡢඹ᭷ࠊ

⸆๣ᖌ┦஫ࡢᩍ⫱యไࡀ❧☜ࡢᚲ㡲࡛ࠋࡿ࠶ 

ႍᜥ་⒪㐃ᦠࡢ࣒ࢸࢫࢩ඘実࣭ᣑ኱ࡵࡓࡢ

⫋ࡢࢀࡒࢀࡑࡘ࠿ࠊࡋಁࢆ⏬ཧࡢ✀⫋ከࡣ࡟

ࡢ㛫✀⫋ࠊࡓࡲࠊࡏࡉୖྥࢆ⾡㆑࣭ᢏ▱ࡢ✀

㐃ᦠࢆ෇⁥໬ࡾࡼࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ実ຠᛶࡿ࠶ࡢ

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡏࡉⓎᒎ࡜࡬ࡢࡶ

㛤ጞࡓࡋ⸆๣ᖌࡽ࠿㠀ᑓ㛛་࡚ࡅࡴ࡟Ⓨࡍ

ࢇࡐ㸺⸆ᒁࡓࡋ⏝฼ࢆ᭹⸆᝟ሗᥦ౪᭩ࠖࠕࡿ

࠶ࡣẁ㝵࡛ࡢ⾜ヨࠊࡣ㸼࣒ࣛࢢࣟࣉ࢔ࢣࡃࡑ

ࡘ࡟᭷⏝ᛶ࡟ࡶ࡜ฎ᪉་཮᪉ࠊ๣ᖌ⸆ࠊࡀࡿ

࡟࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡋᣑ඘ࠊࡾ࠾ᚓ࡚ࢆ㧗ホ౯࡚࠸

ᮇᚅࡀᣢ࡚ࠋࡿ 

㏉ࡾ⧞ࡓࡋ⏝฼ࢆ࣒ࢸࢫࢩࡢࡽࢀࡇࠊࡓࡲ

ࡾࡼࠊ࡟ࡶ࡜࡜⫱ᣦᑟ࣭ᩍ࡞୎ᑀࡾࡼࡘ࠿ࡋ

ከႍࡢࡃᜥᝈ者࡟ᑐࡿࡍ་ᖌ࣭⸆๣ᖌࡢ᝟ሗ

ඹ᭷ࡀᅗࠊ࡛࡜ࡇࡿࢀࡽᢞ⸆࡜ᩍ⫱ࡢ㐺ṇ໬

 ࠋࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿࢀࡉࡽࡓࡶࡀ

๣ᖌ⸆ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢ⌧実ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢࡇ

࡝࡞௓ㆤኈࠊㆤᖌ┳ࠊ㠀ᑓ㛛་ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ

ከ⫋✀ࡢ▱㆑࣭ᢏ⾡ࢆୖྥࡢᅗࡢࡵࡓࡿ┦஫

ᩍ⫱ࡢ࣒ࢸࢫࢩ඘実ࡶᚲせࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ 

 

㹅㸬◊✲Ⓨ⾲ 

1.ㄽᩥⓎ⾲ 
1)ᮾඖ୍᫭ࠊ஭ୖ༤㞞 ႍࠕᜥṚࣟࢮ作ᡓࠖ

ࡳ⤌ࡾྲྀࡿࡅ࠾࡟ International Review 
of Asthma and COPD 2012; 14(4): 
185-90 

2.Ꮫ఍Ⓨ⾲ 
1)ᮾඖ ୍᫭：WS2-3 ႍᜥ་⒪㐃ᦠࡢ⌧≧ 
㹼྾ධᣦᑟࡢほⅬࡽ࠿㹼. ➨ 62 ᅇ᪥ᮏ

Ꮫ఍⛅ᏘᏛ⾡኱఍. 2012࣮ࢠࣝࣞ࢔ ᖺ：

኱㜰 

2)Higashimoto I, Shinmura M, Inoue H. 
Impact of Pharmaceutical Asthma 
Educational Program using Medication 
Adherence Reporting Note. The 22nd 
Congress of Interasthma/ North-Asia. 
2012: Fukuoka 

3)᪂ᮧᫀᘯࠊᮾඖ୍᫭ࠊ⏣ୖᐶᐜࠊ஭ୖ༤㞞.
ႍᜥ࣭COPD ᭹⸆᝟ࠕ：་⸆㐃ᦠࡿࡅ࠾࡟

ሗᥦ౪᭩ࠖࢆ฼⏝ࡓࡋ㐃ᦠᩍ⫱ࣛࢢࣟࣉ

➨ .ウ᳨ࡿࡍ㛵࡟᭷⏝ᛶࡢ࣒ 52 ᅇ᪥ᮏ࿧

྾ჾᏛ఍Ꮫ⾡ㅮ₇఍. 2012 ᖺ：⚄ᡞ  
4㸧ᮾඖ୍᫭.྾ධ⸆࡟㛵ࡿࡍ⌮ゎ࣭ᡭᢏࡢᝈ

者⮬ᕫ㸭⸆๣ᖌホ౯㸹ࠕ᭹⸆᝟ሗᥦ౪᭩ࠖ

 ᩍ⫱ຠᯝࡢ࣒ࢸࢫࢩ་⸆㐃ᦠࡓ࠸⏝ࢆ

➨26ᅇ᪥ᮏ࣮ࢠࣝࣞ࢔Ꮫ఍᫓Ꮨ⮫ᗋ኱఍ 

2014 ᖺ：ி㒔 
5㸧ᮾඖ୍᫭：ႍᜥᝈ者ᣦᑟ࡜་⒪㐃ᦠ࡟㛵

ព㆑ㄪᰝ㸦4ࡧࡼ࠾≦⌧ࡢ๣ᖌ⸆ࡿࡍ ᖺ㛫

➨ᕫホ౯㸧⮬ࡢࣝ࢟ࢫᣦᑟ࡜ኚ໬ࡢ 26 ᅇ
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日本アレルギー学会春季臨床大会 2014
年：京都 

6）東元一晃：薬剤師発「吸入服薬情報提供

書」の喘息指導および医薬連携に対する

有用性の検討 第64回日本アレルギー学

会学術大会．2015 年：東京 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む） 
1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 
なし 

3.その他 
なし 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患等実用化研究事業 

（免疫アレルギー疾患等実用化研究事業 免疫アレルギー疾患実用化研究分野））） 

総合分担研究報告書 

 

乳幼児気管支喘息の非侵襲的診断方法に関する研究 

    ―尿中ロイコトリエンＥ４について、ならびに乳幼児の喘息予知テスト― 

 
研究協力者  森川 昭廣  群馬大学 名誉教授 

社会福祉法人希望の家附属北関東アレルギー研究所 所長 
荒川 浩一  群馬大学大学院医学系研究科小児科学 教授 
滝沢 琢己  群馬大学大学院医学件研究科小児科学 准教授 
田端 雅彦  医療法人恵洋愛会どんぐりこども診療所 院長 
小山 晴美  群馬大学大学院医学系研究科小児科学 医員 
佐藤 幸一郎 群馬大学大学院医学系研究科小児科学医員 

 
研究要旨 
気管支喘息の非侵襲的マーカーの候補としての尿中ロイコトリエン E4 濃度測定の精度改善

を検討した。また、乳幼児喘息患者の早期診断、予知のために喘息等のアンケートを作成して、

996 名の呼吸器症状を呈する患者について調査後経過観察を行ない、喘息発症とアンケート調

査の点数について検討を行い、次の成果を得た。 
１．尿中ロイコトリエン E4 の新しいハイスループットな測定方法として、MALDl-TOF/TOF

を採用した。さらに、ロイコトリエンの誘導体化のプロセスを加えた結果、1-256 pg/ml
の間で直線性が見られ、測定感度の上昇に有用であった。 

２．呼吸器症状を有する乳幼児 996 名を対象に喘息予知テストを施行し、経過観察を行った。

その結果 25 例が喘息を発症し、発症群と非発症群の点数に差異がみられた。 
 

Ａ．研究目的 

乳幼児期には喘鳴疾患が多く、その鑑別と

予後予測は小児科医にとって重要な課題であ

る。また、乳幼児喘息においては、近年気道

炎症がその本態であることが判明し、気道の

リモデリング形成前の早期診断、早期治療が

重要であることが言われている。さらにこの

時期の気管支喘息自体は成人期の COPD の

危険因子となっている。 
しかし、この時期の喘息主要症状である喘

鳴は種々の疾患で観察され、その鑑別や予後

予測は必ずしも容易ではない。 
現在、その診断については、「気道感染の有

無に関わらず、明らかな呼気性喘鳴を 3 エピ

ソード以上繰り返した場合」を広義の乳幼児

喘息と診断している。また予知については、

諸外国で問診によりプロバリティーが検討さ

れている。 
広義の乳児喘息は、喘息のみならず、ウイ

ルス感染に伴った喘鳴群を含む可能性があり、

総 IgE、特異的 IgE 抗体、好酸球数などのマ

ーカー測定が望まれるが、年齢的に検査が困

難な場合が少なくない。 
我々は本研究の中で、喘鳴のマーカーとし

て、尿中ロイコトリエン測定の方法を検討し

た。 
また、喘息発症については、Pescatore ら

による問診票の日本版を作成し、予知のプロ

バビリティーを検討した。 
さらに、喘鳴児のクラスター解析の検討を

行うとともに非侵襲的に採取できる尿中ロイ

コトリエン E4 との比較を行った。 
 
Ｂ．研究方法 

1）尿中 LTE4 の測定方法とその改善 
 尿中ロイコトリエン E4 は本研究班におい

て、平成 24 年度に報告した方法により測定

してきた。すなわち、従来の方法にⅰ）除蛋
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ⓑࠊϹ㸧ᒀࣕࢪࣥ࣋࢝ࢫࣝ࢝ࢪ࣮ࣛࣜࣇࡢ࡬

࣮౑⏝ࠊϺ㸧࣓ࡿࡼ࡟࣮ࣝࣀࢱᾐỈ໬ࠊϻ㸧

ELISA ࡣᐃ ࠊࡋ៖⪄ࢆ➼ࠊ⏝౑ࡢ ELISA 
Kit(Cysteny1 leukotriene Express EIA kit)
ᖹ成ࠊᚋࡢࡑࠋࡓࡗ⾜࡛ 6ࠊ25 ᖺࢫ࢖ࣁࡾࡼ

㉁㔞分ᯒἲࡿࡁ࡛ࡀᐃ ࡞ࢺࢵࣉ࣮ࣝ

㸦MALDl-TOF/TOF㸧ࢆ᥇⏝ࡢࡑࠊࡋ ᐃࢆ

ヨࠋࡓࡳ 
ϸ㸧ึᅇ࿧ࠊ࡚ࡋ࡜ୗグᝈඣࡣ㇟ᑐࠊ࠾࡞ 

Ẽᛶႍ㬆⩌ 1㸦ș่⃭⸆㠀ᨵၿ⩌ࠊᅗ 1 ࡛

1episode-A グ㸧Ϲ㸧ึ⾲࡜ ᅇ࿧Ẽᛶႍ㬆⩌ 2：
ϸྠ࡜ᵝ࡛ࠊࡀࡿ࠶ș2 ྾ධ࡛ᨵၿࡢ⸆่⃭

者㸦14ࡓࢀࡽࡵㄆࡀ ྡ㸧ࠋ㸦ᅗ 1 ࡛ 1episode-B
ᒀࠊࡀࡿ࠶ࡣ⇕Ϻ㸧Ⓨ⇕ᑐ↷⩌：Ⓨࠋグ㸧⾲࡜

㊰ឤᰁႍࡸ㬆࠸࡞ࡢ者ࠋRS 㝜ᛶࡣࢫࣝ࢖࢘

ࠊ⅖ᛶ⓶⭵࣮ࣆࢺ࢔ᜥ࣭ႍ࡟ᐙ᪘Ṕࠊࡾ࠶࡛

者㸦14࠸࡞ࡢ⅖ᛶ㰯࣮ࢠࣝࣞ࢔ ྡ㸧ࠋ㸦ᅗ 1
࡛ ctrl ࡟࡛ࡍ：⩌グ㸧ϻ㸧㛫Ḟᆺႍᜥ⾲࡜

JPGL2012 ࡑࠊࡋࡓ‶ࢆ‽ᇶࡢஙᗂඣႍᜥࡢ

者㸦14ࡿ࠶㛫Ḟᆺ࡛ࡣ㔜⑕ᗘࡢ ྡ㸧ࠋ㸦ᅗ 1
࡛ intermittent  ࠋグ㸧⾲࡜
ࡽ࠿᥇ᒀࡣᝈඣࡢࡽࢀࡇ 1 ⸆᭹ࡢ᭶๓࡛࠿

ࡓࡲࠊࡎࢃ⾜ࢆ἞⒪ࡢ࡜྾ධࡸ RS ࢫࣝ࢖࢘

㝜ᛶ࡜☜ㄆ࡛ࡓࡁ者࡛ࠋࡿ࠶ 
 

 
ᅗ 1 
 
2㸧ႍᜥண▱ࢺࢫࢸ 
研究者 MT ᖹ成ࢆデ⒪ᡤࡢ 24 ᖺ 2 ᭶ࡽ࠿

ᖹ成 24ᖺ 10᭶ཷ࡟࡛ࡲデࡓࡋஙᗂඣ࡛࿧྾

ჾ⑕≧ࢆ࿊ࡿࡍᝈ者ู࡚࠸ࡘ࡟⣬ࢺ࣮ࢣࣥ࢔

⾲㸦ࡓࡗ⾜ࢆ 1㸧ࠋ 
⾲ 1  

 

3㸧ႍ㬆ᝈඣ࣮ࢱࢫࣛࢡࡢゎᯒ 
 ᖹ成 24 ᖺࡢ研究࣮ࢱࢫࣛࢡࠊ࡚࠸࠾࡟ゎ

ᯒ࡚࠸ࡘ࡟ 55 ౛඲౛ࡽ࠿ᅇ⟅ࢆᚓࢀࡇࠋࡓ

⩌ᅇႍ㬆ึࢆࡽ 㛫Ḟᆺႍࠊ⩌↷Ⓨ⇕ᑐࠊ2ࠊ1

ᜥ⩌᳨࡚࠸ࡘ࡟ウࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡓࡋᝈ者 21
ㄪᰝ㡯┠㸦15ࡴྵࢆᛶู࣭ᖺ㱋ࢆྡ 㡯┠㸧ࢆ

ࢆ分ᯒ㸦᭱㐲㞄ἲ㸧࣮ࢱࢫࣛࢡ㝵ᒙⓗ࡚࠸⏝

 ࠋࡓࡗ⾜
㸦೔⌮㠃ࡢ࡬㓄៖㸧 
 ⿕㦂者࡟ࡧࡽ࡞ಖㆤ者ࡣ࡟஦๓ࡢࡑ࡟ෆᐜࠊ

ព⩏➼࡚࠸ࡘ࡟ㄝ᫂ࠊࡋ⮬⏤ཧຍ࡛࡜ࡇࡿ࠶

 ࠋࡓᚓࢆ᭩㠃࡛ᢎㅙࠊ࡭㏙ࢆ
 
㹁㸬◊✲⤖ᯝ 

1㸧ᒀ୰ LTE4の ᐃ 

๓グ᪉ἲࡢ᥇⏝ࡾࡼ࡟ ELISA ⠊ࡢᛶ⥺┤ࡢ࡛

ᅖࡀᗈࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡓࡗࡀᅗ ࡟࠺ࡼࡍ♧࡟2

ࡢ࢚ࣥࣜࢺࢥ࢖ࣟ derivatization㸦ㄏᑟయ໬㸧

ᅗࠊᚋࡓࡗ⾜ࢆ ࡍ♧࡟3 MALDl-TOF/TOFἲࢆ

ᅗࠊࡋᐃ ࡚࠸⏝ ࡼ࡟ࢀࡇࠋࡓᚓࢆᯝ⤖ࡢ4

ࡀ㔞࢚ࣥࣜࢺࢥ࢖ᒀ୰ࣟࠊࡾ 1㹼256pg/mlࡢ

⠊ᅖ࡛┤⥺ᛶࡀᚓࠊࢀࡽᒀ୰࢚ࣟࣥࣜࢺࢥ࢖

 ᐃ࡟༑分࡞ឤᗘࡀᚓࠋࡓࢀࡽ 

 㛫Ḟᆺႍᜥ⩌࡛ࠊࡣᒀ୰࢚ࣟࣥࣜࢺࢥ࢖㔞

ࡣ 1episode-A ప࡟᭷ព࡚ࡋẚ࡟⩌↷ᑐࡣ⩌

ᜥⓎ⑕ႍࡢᗘ⛬ࡿ࠶ࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓࡗ࠶್࡛

ண ࡓࡗ࠶࡛⬟ྍࡣ㸦ᅗ 1㸧ࠋ 
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ᅗ 2 

 

ᅗ 3 

 

ᅗ 4 
 

2)ႍᜥண▱ࢺࢫࢸ 

 ⾲ ࡟࡛ࡲᅾ⌧ࢆࢺࢫࢸ▱ᜥணႍࡓࡋ♧࡟1

996 ⤖ࡓࡗ⾜ࢆᚋ⤒㐣ほᐹࡢࡑࠊࡋ⾜᪋࡟ྡ

ᯝ25ࠊ౛ࡀⓎ⑕ࡓࡋ㸦⾲ 2㸧ႍࠋ ᜥⓎ⑕࡜㠀Ⓨ

⑕⩌࡛ႍࡢᜥண Ⅼᩘࡢ࡜㛵㐃ࠊ࡜ࡿࡳࢆᅗ

5 ࡟ඃ఩ࡀᜥⓎ⑕⩌࡛Ⅼᩘႍࠊ࡟࠺ࡼࡍ♧࡟

㧗್ࠋࡓࡋ♧ࢆឤᗘ࣭≉␗ᗘࡢ ROC᭤⥺ࢆᅗ

 ࠋࡓࡋ♧࡟6

⾲ 2 

ᖺ㱋 ேᩘ㸦ே㸧 ႍᜥ࡜デ᩿ 

0 217 0 

1 299 3 

2 231 4 

3 249 18 

ྜィ 996 25 
 

 

ᅗ 4 

 

ᅗ 5 
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ᅗ 6 
 

3㸧ႍ㬆ඣ࣮ࢱࢫࣛࢡࡢゎᯒ࡚࠸ࡘ࡟ 

 ⤖ᯝ࣒ࣛࢢࣟࢻࣥࢹࡣཬ࡛ࣉࢵ࣐ࢺ࣮ࣄࡧ

㸦ᅗࡓࡋ♧ 7㸧ࠋ 

 

ᅗ 7 

 

ᅗ 8 

ᝈ者ࡣ኱ࡃࡁ ࠋࡓࢀࡉ分㢮࡟࣮ࢱࢫࣛࢡࡢࡘ4

B ࡀഴྥ࠸ⱝᖸ㧗ࡀ࢚ࣥࣜࢺࢥ࢖ᒀ୰ࣟࡣ⩌

ࡓࡲࠊࢀࡽࡳ A⩌ႍࠊࡣ࡟ᜥ࡜デ᩿࠿࡞ࢀࡉ

㸦ᅗࡓࢀࡽࡳࡀഴྥ࠸ከࡀᝈ者ࡓࡗ 8㸧ࠋ 

 

㹂㸬⪃ᐹ 

1㸧࢚ࣟࣥࣜࢺࢥ࢖ C4ࠊD4࣮ࢠࣝࣞ࢔ࡣᛶ

⑌ᝈࠊ࡚࠸࠾࡟㔜せ࡞ chemical mediator ࡛

࢖ࣟࡿ࠶࡛≀⏘௦ㅰ⤊᭱ࡢࡑࡣ࡟ᒀ୰ࠊࡾ࠶

࢚ࣥࣜࢺࢥ E4࡚ࡋ࡜᤼ἥࠋࡿࢀࡉᑠඣ࣭成ே

ࠊ㔜⑕ᗘࡣᐃ್ ࡢࡑࠊ࡚࠸ࡘ࡟ᝈ者ࡃࡑࢇࡐ

⫵ᶵ⬟࡜┦㛵ࡀሗ࿌ࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉ

ᖹ成ࡽ 24 ᖺࡾࡼᨵⰋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ ᐃ᪉ἲ

ࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡿ࠶ࡀࡁࡘࡽࡤࡢᗘ⛬ࡿ࠶ࠊࡣ࡟

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀ

 ௒ᅇࠊヨᩱࡢ derivatization㸦ㄏᑟయ໬㸧

MALDl-TOF/TOFࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇ࠺⾜ࢆ ࡚࠸⏝ࢆ

ࠊࡣ௒ᚋࠋࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶࡛⬟ྍࡀᐃ ࡢ

࡚ࡋᚑ᮶ ᐃࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ❧☜ࢆ᪉ἲࡢࡇ

࢚ࣥࣜࢺࢥ࢖ᒀ୰ࣟࡢ࡚࠸ࡘ࡟⑓ᆺࡓࡁ E4

㔞᳨࡚࠸ࡘ࡟ウࠋ࠸ࡓࡋ 

2㸧ஙᗂඣࠊႍࡣ࡚࠸ࡘ࡟ ᜥⓎ⑕ண▱࡜ṇ☜

᪉࡛౵く୍ࠋࡿ࠶㔜せ࡛࡟᪩ᮇ἞⒪ࡀデ᩿࡞

ⓗ᳨࡞ᰝࡸດຊࢆせ᳨ࡿࡍᰝࡣᅔ㞴࡛ࠋࡿ࠶

デ᩿࡟᭷⏝࡞᝟ሗࢆᚓࠊ࡟ࡵࡓࡿ㠀౵くⓗ࠿

㔜せࡀ❧☜ࡢၥデ஦㡯࡞ヲ⣽࡜ᐈほⓗ᳨ᰝࡘ

࢚ࣥࣜࢺࢥ࢖ᒀ୰ࣟࠊ௒ᚋࠋࡿ࠶࡛ E4⃰ᗘ࡞

ࡍウ᳨࡟ⓗྜ⥲ࢆᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥ࢔▱ண࡟ࡧࡽ

᪩ࡸ▱ᜥⓎ⑕ணႍࡢஙᗂඣႍ㬆ඣࠊ࡛࡜ࡇࡿ

ᮇデ᩿ࡓࡅྥ࡟᭷⏝࡞▱ぢࡀᚓ࡜ࡿࢀࡽᮇᚅ

 ࠋࡿࢀࡉ
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る測定方法の確立ができた。 

②アンケート調査による喘息予知は現在も良

好な結果が得られているが、小児喘息の 90％

が発症する6歳まであと3～4年の経過観察が

必要である。 

1）達成度について 

①喘鳴児における尿中 LTE4 

乳幼児期の喘鳴群は種々の疾患を含むが、

それらを 3型にわけ、コントロール群と比較

した。各々の群で 13～14名のサンプルが得ら

れ、β刺激薬非改善群（RS 以外のウイルス性

喘鳴患者群）にコントロールに比して高値を

示した。しかし、間欠型喘鳴群やβ刺激薬非

改善群では、有意差はみられなかった。すな

わち、ウイルス性喘鳴群は高値を示すことが

考えられた。 

②測定方法の改善 

上記測定については、従来の方法にフリー

ラ ジ カ ル ス カ ベ ン チャ ー を 加 え て 、

MALDl-TOF/TOF を採用して、測定値の安定を

計ったが、いまだ不十分であったが、最終年

に新しい方法を確立できた。今後、この方法

を用いて測定を行いたい。 

③喘鳴患児のクラスター解析 

55例の喘鳴患者は大きく 4つのクラスに分

類され、A 群に喘息と診断されたものが多か

った。今後、更に例数を増加させ、尿中ロイ

コトリエンとの比較や経過観察が必要である。 

④喘息の予知 

これらについてはすでに約 1,000 名につい

て、経過観察を行っており、かつ ROC 曲線か

ら信頼すべき方法であることが示唆されてい

るので、今後さらに継続したい。 

2）研究成果の学術的・国際的・社会的主義に

ついて 

乳幼児喘鳴の鑑別と喘息発症のメカニズム、

危険因子、予知は治療法の確立にも関わらず

不十分である。また、国際的にも種々の取り

組みがなされていたが、いまだ結論を得てい

ない。 

近年、早期診断、早期治療はその予後に関

連すること、その予後に関連すること、さら

には小児期の気道感染や難治性喘息が成人期

の COPD発症にも関与すると報告されている。

以上のことを考慮すると、今回のプロジェク

トの結論を出すことは、将来の喘息の予後改

善や COPD 発症阻止に重要なインパクトを与

えるのみならず、高齢化する国民にも福音と

なりうる。 

3）今後の展望について 

これらの成果をさらに確実なものとして、

国際的雑誌に発表するとともに、一般臨床の

場で役立てたい。 

4）研究内容の効率性について 

 対象となる患児は第一線のクリニックを受

診する場合が多く、一方尿中ロイコトリエン

測定は研究機関での検討が必要である。今回

は研究協力者に第一線の小児科医を配し、さ

らに彼等が臨床上の判断をしていくことで、

ばらつきを少なくすることができた。また、

採尿等や経過観察が継続的にできた。 

一方、クラスター解析や u-LTE4測定は研究

機関で行い、さらにコーディネーターとして

森川が入り、複数回の検討会議を行うことが

できた。 

以上、アンケート調査によるクラスター解

析と喘息予知テストを行い、同時に尿中ロイ

コトリエン E4 の測定を新しい方法で行うこ

とができた。喘鳴児のクラスター解析と尿中

ロイコトリエン E4 の測定は喘鳴における鑑

別診断に有用である可能性が考えられた。ま

た、喘息の予知については高率に予知できる

と思われた。 
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Ｂ．研究方法 

【研究 1】薬剤師アンケート調査：薬剤師は

デバイス名を間違いなく呼称できるか？ 
東濃喘息対策委員会委員長が招致された日

本各地の講演会で、患者指導体制のシステム

が未だ十分に整備出来ていないと考えられる

地区において、当該地区の薬剤師会の許可と

協力の下、講演会に聴講参加する薬剤師を対

象に各種吸入器具の写真を見てそれらの名称

が正しく答えられるか、呼称名の小テストを

行った。調査期間は2013年2月～11月とし、

北海道、岩手県、新潟県、茨城県、栃木県、

静岡県、愛知県、岐阜県(東濃地区外)、三重

県、岡山県、香川県の 11 県の中にある、地

区薬剤師会で調査を実施した。 
【研究 2】認定吸入指導薬剤師による吸入指

導で、患者の理解はより深まるかの調査検討 
対象：東濃地区の認定吸入指導薬剤師の在籍

する薬局において患者吸入指導を行い、その

後再来した患者を対象とした。 
方法：処方医による吸入指導後、認定吸入指

導薬剤師の在籍薬局にて再度吸入指導するこ

とで患者の理解が深まったかを無記名アンケ

ート調査した。調査期間：2014 年 6 月～7 月

とした。 
【研究 3】認定吸入指導薬剤師によるエリプ

タ®の吸入誤操作（ピットホール）の検討 
対象：エリプタ®の処方箋を認定吸入指導薬剤

師在籍薬局に持ち込み、吸入指導を受けた患

者 
方法：処方時に医師から行われた吸入指導後

に、認定吸入指導薬剤師が吸入指導し、ピッ

トホールが発生していないかを検討した。そ

の後、2 週間と 4 週間目も認定吸入指導薬剤

師がピットホールの発生がないかを詳細に検

討した。 
調査期間：2013 年 12 月～2014 年 6 月とし

た。 
【研究 4】認定吸入指導薬剤師によるフルテ

ィフォーム®の吸入誤操作（ピットホール）の

検討 
対象：エリプタ®の処方箋を認定吸入指導薬剤

師在籍薬局に持ち込み、吸入指導を受けた患

者 

方法：処方時に医師から行われた吸入指導後

に、認定吸入指導薬剤師が吸入指導し、ピッ

トホールが発生していないかを検討した。そ

の後、2 週間と 4 週間目も認定吸入指導薬剤

師がピットホールの発生がないかを詳細に検

討した。 
調査期間：2014年5月～2014年8月とした。 
（倫理面への配慮） 
アンケートは無記名とし、結果等は個人情報

として管理し、厳格に扱った。 
 
Ｃ．研究結果 

【研究 1】薬剤師アンケート調査：薬剤師は

デバイス名を間違いなく呼称できるか？ 
アンケート回答結果：11県合計で 441名の薬

剤師から有効回答を得た。 

問 1）患者さんにどのような方法の吸入指導

をされていますか？： 50.1％が自らが模範を

示し患者も実践する双方向性の指導をしてい

たが、33.6％は模範を示したのみ、11.8％は

説明書を見ながら患者ｶﾞ実践したのみ、1.6％

は添付説明書を読むように促すのみであった。

2.9％は吸入指導を行っていないと回答した。 

問 2）自信を持って患者へ吸入指導ができて

いますか？：3.2％が非常に自信がある、

25.6％が自信があると回答した。一方、30.2％

はなんとなく自信が無い、5.2％は全く自身が

無い、35.6％はどちらでもないと回答した。

問 3）薬剤師が行う、患者吸入指導の役割は

重要と考えますか？：68.5％が非常に重要、

30.4％が重要と回答した。0.7％はどちらでも

ないと回答した｡重要でないとの回答は

0.0％であった。 

問 4）先生ご自身が、これまで正しい吸入方

法の仕方の、指導を受けたことはあります

か？：33.1％がこれまで一度もない、24.0％

が過去に 1度あったと回答し、複数回あった

との回答は 39.2％であった。 

問 5）これまで間違った（曖昧な）吸入指導

をしていたと、講演会後に感じましたか？：

43.5％が非常に感じたと回答し、40.6％は少

し感じたと答えた。9.4％はどちらでもないと

回答したが、感じないとの回答は 2.5％であ

った。 

今回の調査 11県で、365名の薬剤師が、デバ




